　「Guide to Vivec」訳本

　「Vivec案内」

　著者不詳
Vivec はVvardenfellでは最大の都市であり、東部地域でも最大級の都市であります。広大な区画の各々は、それだけで一個の完全な街のサイズに匹敵します。大神殿〔High Fane〕とVivec宮殿には、一日に数百人もの旅人や巡礼者が訪れています。闘技場〔Arena〕では、多くの住民が集って模擬戦や喜劇のような公的娯楽に興じています。地元の人々がGreat Houseの区画や居住区で生活や労働を行って店を開いている一方で、外来者は外来区〔Foreign Canton〕に制限されることになります。しかし、ほぼ全ての人々にとって、ここはVivec神の聖なる都市であります。神殿の監獄である真理省〔Ministry of Truth〕は、大神殿、知恵と正義の公会堂〔Halls of Wisdom and Justice〕、そしてVivec宮殿の上空に吊り下げられてあります。
　Vivecは八つの区画から構成される都市であり、その各々が小さな街であります。地図に見られるように十字型を成しており、外来区を上にして、神殿区・Vivec宮殿・大神殿・真理省・智慧と正義の公会堂を下にして、Hlaalu区を西にして、Telvanni区を東にして、四つの区画（北西のRedoran区、北東の闘技場、南西の聖Delyn区、南東の聖Olms区）が十字型の中心に集まっています。
　外来区

　北の外来区は三層構造の巨大な区画であります。元来は、この外来区を越えて外来者がVivecに入り込むことは許されていませんでした。しかし、現在では、都市の何処でも自由に歩き回れるようになっています。ここでは、各々の帝国ギルドがギルド会館を有して一切の業務を行っており、そして、帝国臣民の教徒に対する精神的需要に合わせて帝国教団〔Imperial cult〕が業務を行っています。また、独立した様々な商人・職人・トレーナーもまた、この場所を賃借りしています。“Black Shalkのクラブ”〔Black Shalk Cornerclub〕が、どのギルドにも所属していない旅人のためにベッドを提供してくれます。
　神殿区
　大神殿は、Vvardenfellでは最大のTribunal神殿です。司祭・治療師・修道士などのスタッフを通じて、Saryoni大司教が神殿の隅々まで統括しています。大神殿と真理省を見るためにMorrowindの至るところから巡礼者は訪れて、Vivec宮殿を前にして祈りと感謝を捧げるのです。真理省は、Vivec神の強大なる御力によって神殿区の頭上に吊るされている天体であり、神殿風紀員〔Temple Ordinators〕の本部であり、そして、そこで異端は収容されて再教育が施されるのです。知恵と正義の公会堂は、行政・司法・軍事に関するTribunal神殿の施策を取り扱っています。Vivec宮殿は、Almsiviから構成される三神格の戦詩人にしてTribunal神殿の聖なる守護者である英雄神Vivecの住居であります。最も信心深い人々のみが、そして、Vivec神による伝授に際してのみ、彼らは神の面前に参り出ることを許されています。Vivec宮殿の地下は迷宮水路〔Puzzle Canal〕であり、Vivec神の御心に適う英雄を捜し出すための信仰と試練の場となっています。その暗い通路では、数々の最高級の宝物がDaedrothの召使によって守られています。
　Hlaalu区
　Hlaalu区は最西端の区画であります。Hlaalu議員であるCrassius Curioが、壮麗なる邸宅を最上層に所有しています。下層にはHlaaluの宝物庫・記録室・牢獄が位置しており、Great Houseの様々な業務を受けられます。“Elfの民”〔Elven Nations〕と“名も無きクラブ”〔No Name Club〕という二軒の酒場が開いています。また、Hlaalu区では、多様なる職人や商人が軒を連ねています。あるHlaalu家の貴族や小売業者は、あまり格式ばらない聖Delyn区や聖Olms区に好んで家を構えています。
　Telvanni区
　Telvanni区は最東端の区画であります。魔術師の長であるMavon DrenimがTelvanniの貴族を統括しています。この区画をTelvanniは神殿から賃借りしており、彼らの好むマッシュルームの塔の代わりに、Velothの塔でもって間に合わせています。行政の中心部は宝物庫と記録室を含んでいます。魔物に満ちた小部屋が傍に位置している最下層に、奴隷は家を構えています。多数の商人・職人・トレーナーが存在しており、そして、“トカゲ頭のクラブ”〔Lizard's Head Cornerclub〕がTelvanniの親族と傭兵に宿泊を提供してくれます。
　Redoran区
　Redoran区は、外来区の南に闘技場の西隣に位置しています。Redoranの行政の中心部は、その宝物庫・記録室・牢獄を含んでいます。最下層には、Redoranの神殿ならびに先祖の地下墓地が位置しています。SarenとDralorという二つの貴族が最上層に邸宅を所有しています。多数の商人・職人・トレーナーが存在しており、そして、“金花のクラブ”〔Flowers of Gold Cornerclub〕がRedoranの親族と家臣に宿泊を提供してくれます。
　闘技場の区画
　闘技場の区画は、西のRedoran区と東のTelvanni区に挟まれて存在しています。闘技場は公的娯楽と模擬戦のための場所です。この心地よいドーム型の闘技場は数百人もの観客を収容できます。そして、その地下には、エンターテイナーのための衣装室や貯蔵庫、また、模擬戦の参加者のための訓練室や野獣の檻が位置しています。
　聖Delynと聖Olmsの居住区
　聖Delyn区および聖Olms区は一般人と貧民のための居住区です。非常に穏当な金額でもって神殿は心地よい工房・商店・住居を貸し与えており、そして、手工業と軽工業を生業にしているVvardenfellの人々のほとんどが、これらの区画に家を構えています。聖Delyn区の最上層には聖賢者Delynの修道院が、聖Olms区の最上層にはHlaalu議員である半トロールのYnglingの邸宅が、それぞれ存在しています。
　交通
　徒歩によって渡れる橋が、Ebonheart地域とHlaalu区との間に、北の湾地帯と外来区との間に、東の湾地帯とTelvanni区との間に、それぞれVivec本土とを接続するように存在しています。街道は、Hlaalu区の橋の袂から、南のEbonheartに続いて、北のSeyda Neenに続いて、それぞれの方向に伸びています。その他の街道は、外来区の橋の袂から、西のSeyda Neenに続いて、北のSuranおよび Ascadian Islesに続いて、東のMolag Marに続いて、それぞれ伸びています。Telvanni区の橋の袂から通ずる道は、ほとんどの場合には、Molag Marへの旅行者にとって便利であります。外来区から北に向かったところでsilt striderの業務は利用できるので、それによって、Vivecから Suran・Seyda Neen・Balmora・Molag Marへの移動が可能であります。外来区の付近に在るドックから出発する船は、Ebonheart・Hla Oad・Molag Mar・Tel Branoraへと向かうものです。Ebonheartの付近から出発する船は、Hla Oad・Sadrith Mora・Tel Branora・Vivecの外来区へと向かうものです。低料金の川舟がVivecの水路を経由して各々の区画を接続しています。
　訳注　原本にはVivecの地図が記載されている。
